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(57)【要約】
【課題】側面あるいは背面方向まで光を照射させること
ができるとともに製造が容易な照明装置を提供する。
【解決手段】照明装置は、前面平坦部２ａを有する基材
２と、前面平坦部に設けられた光源６と、光源の少なく
とも前面を覆い光源から放出された光を外部に放出する
透光領域を有する透光カバー４と、透光カバーを覆って
設けられ光の透過を制御する光学制御部材７と、を備え
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面平坦部を有する基材と、
　前記前面平坦部に設けられた光源と、
　前記前記光源の少なくとも前面を覆い光源から放出された光を外部に放出する透光領域
を有する透光カバーと、
　前記透光カバーを覆って設けられ光の透過を制御する光学制御部材と、
　を備える照明装置。
【請求項２】
　前記光学制御部材は、前記光源からの光を一部反射し、一部透過する透過反射層を有し
ている請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記光学制御部材は、前記光源からの光を吸収し、長波長の光に変換するシートを有し
ている請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記光学制御部材は、前記光源が配置された前記前面平坦部の法線方向から側面方向に
向けて領域ごとの透過反射特性が異なる透過反射層を有する請求項１に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光学制御部材は、前記前面平坦部の法線方向と対向する領域でもっとも高い透過率
を有している請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記光学制御部材は、前記前面平坦部の側面方向に対向する領域でもっとも高い透過率
を有している請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記光学制御部材は、前記光源の法線方向を中心軸とする回転方向において領域ごとに
反射透過特性が変化している請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記光学制御部材は、透明なカバーシートと、カバーシート上に形成された透過反射層
と、を有している請求項１ないし７のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記光学制御部材は、前記光源の法線方向を中心軸とし、回転可能に前記透光カバーに
装着されている請求項１ないし８のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光学制御部材は、前記透光カバーに着脱可能に装着されている請求項１ないし９の
いずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記光学制御部材は、前記透光カバーの外表面に形成されている請求項１に記載の照明
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、発光ダイオード（ＬＥＤ）のような平面実装された光源を用いた
照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明装置としては、フィラメントの熱による発光を利用した白熱電球や、紫外線
励起の蛍光体発光による蛍光灯が広く用いられてきたが、短い寿命、赤外線放出（紫外線
放出）、水銀使用問題、発光効率などの問題を抱えていた。
【０００３】
　近年、これらの問題を解消する技術としてＬＥＤやエレクトロスミネッセンス(ＥＬ)光
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源が開発され、特にＬＥＤ光源は一般の照明装置への利用が加速度的に広がっている。
【０００４】
　一般的な表面実装タイプのＬＥＤ光源は、ＬＥＤ光源の表面の法線方向に強く光を放出
し、法線方向となす角度をθとするときｃｏｓθに比例して光度が減衰する指向性をもっ
ている。これは、一般的なＬＥＤ光源の構造が、１次光線を放出するＬＥＤチップを、１
次光線から２次光線に変換する蛍光体を含んだ保護層で面状に覆った構成としているため
である。このため、ＬＥＤ光源を用いた電球型の照明装置では、実装基板の法線方向の光
が強く、側面方向から背面方向にかけては光がほとんど出ない配光分布となる。そのため
、正面から背面までほぼ均一に照らす従来の電球と置き換えた場合、天井や壁の明るさが
著しく変わってしまい、違った照度空間となってしまう問題があった。特に、天井に埋め
込まれた既存の電球ソケットには、斜め方向に配置されたものがあり、これにＬＥＤ光源
を用いた電球型の照明装置を設置すると、重要となる床面には照明装置の側面方向からの
光が照射されることになり、照度が不足する。
【０００５】
　ＬＥＤ光源を用いた照明装置で背面方向まで光を放出する技術としては、ＬＥＤを実装
する平面を多面体として側面や背面方向を向けて配置するものが提案されている。この照
明装置は、半球状の透光カバーと、その内部に横向きに２個配置されたＬＥＤを用いた光
源とから構成され、光源からはその表面の法線方向に強い光が放出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第４０７６３２９号公報
【特許文献２】特許第４２９０８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述した照明装置は、いずれも製造組立が煩雑で、製造コストの増加に
繋がる。また、照明器具には様々なものがあり、照明器具によっては照明装置の背面方向
に強く照射するものや、正面方向に強く照射するものや、場合により斜め特定方向に強く
照射するものがあり、これらの個々の照明器具に準じて対応できる照明装置は無かった。
【０００８】
　この発明は以上の点を鑑みてなされたもので、その課題は、使用環境に応じた自由な配
光調整を可能とし、所望の照度空間を提供可能な照明装置を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態によれば、照明装置は、前面平坦部を有する基材と、前記前面平坦部に設けら
れた光源と、前記前記光源の少なくとも前面を覆い光源から放出された光を外部に放出す
る透光領域を有する透光カバーと、前記透光カバーを覆って設けられ光の透過を制御する
光学制御部材と、を備えている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る電球型の照明装置および光学制御部材を示す断面
図。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る照明装置と比較例に係る照明装置の配光分布の実
測値を比較して示す図。
【図３】図３は、第２の実施形態に係る電球型の照明装置および光学制御部材を示す断面
図。
【図４】図４は、第２の実施形態に係る照明装置と比較例に係る照明装置の配光分布の実
測値を比較して示す図。
【図５】図５は、第３の実施形態に係る電球型の照明装置および光学制御部材を示す断面
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図。
【図６】図６は、第３の実施形態に係る照明装置と比較例に係る照明装置の配光分布の実
測値を比較して示す図。
【図７】図７は、第４の実施形態に係る電球型の照明装置および光学制御部材を示す断面
図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、種々の実施形態に係る電球型の照明装置について詳細に説
明する。　
（第１の実施形態）　
　図１は、第１の実施形態に係る電球型の照明装置１およびこの照明装置の光学制御部材
を示している。
【００１２】
　図１に示すように照明装置１は、前面平坦部２ａを有する基材２と、基材２の前面平坦
部２ａ上に配置された基板５と、この基板上に実装されたＬＥＤから成る光源６と、透光
カバー４とを備え、基材２と透光カバー４により照明装置１の外殻が構成されている。
【００１３】
　基材２は、例えば、切頭円錐形状に形成され、大径側の端が前面平坦部２ａを形成して
いる。基材２は、これに限らず、円柱形状あるいは断面半円形状に形成してもよい。前面
平坦部２ａと反対側の基材２の端に口金３が設けられている。また、基材２内に、光源６
を駆動する駆動回路１０が収納されている。電源供給側の端子である口金３から供給され
た電力を駆動回路１２に供給し、この駆動回路１０により光源６を点灯させる。基材２は
光源６で発生する熱を逃がす役割も果たしており、一般的には熱容量の大きい金属部品で
構成されている。
【００１４】
　透光カバー４は、ほぼ半球形状に形成され、開口した下端が基材２の前面平坦部２ａに
固定されている。これにより、透光カバー４は、光源６の前面側および側面側を覆ってい
る。透光カバー４は、例えば、厚さ１．５ｍｍの透過率が８５％となる樹脂材料で形成さ
れ、その全域が光を透過可能な透光領域を形成している。
【００１５】
　照明装置１は、透光カバー４の光源６と対向する表面側に設けられた光学制御部材７を
備えている。光学制御部材７は、厚さ０．３mmのポリカーボネイト(ＰＣ)シートの成型品
であり、ほぼ半球状に形成された透明なカバーシート７ａと、カバーシート７ａの表面に
形成された透過反射層８とで構成されている。そして、光学制御部材７は、透光カバー４
の外面および基材２の上端部外周に被せて配置されている。
【００１６】
　透過反射層８は、カバーシート７ａの光源側、つまり、内面側、あるいはカバーシート
７ａの外面側のどちら側に形成しても良く、またその両側に形成しても良い。カバーシー
ト７ａは、真空成型、圧縮成型、など既存の成型法によりその形状が形成される。カバー
シート７ａの成型は透過反射層８の形成前、形成後のどちらでも可能であるが、形状が複
雑な場合は、カバーシート７ａに透過反射層８を印刷後に成形するプロセスが簡便である
。
【００１７】
　カバーシート７ａの材料は透過率の高さを重視し、ＰＣ、ＰＭＭＡ、ＰＥＴ、ＰＳもし
くはＣＯＣが望ましい。透過反射層８は必要に応じて散乱粒子を含めることで、透過光の
拡散性を上げることができ、照明装置１全体の輝度ムラ、配光分布のばらつきを低減する
ことができる。カバーシート７ａの厚さは汎用で調達できる０．１～１．０ｍｍ程度のも
のが望ましく、成型の伸びや透過反射層の加工し易さに応じて適時選択可能である。また
、透過反射層８として半透明シートを用いてもよいが、本実施形態のように印刷により透
過反射層８を形成することで、領域ごとの透過反射特性を任意に制御することができ、照
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明装置１の光度分布を均一にする制御手段とすることができる。
【００１８】
　上記のように構成された照明装置１によれば、光源６から出た光は透光カバー４を通り
透過反射層８に達する。透過反射層８に到達した光は、透過反射層８により一部は透過、
一部は反射し、それぞれに透過反射層８の面法線方向を主軸として拡散する。このため、
透過反射層８は光源６の光を受けてあたかも第２の面光源のように振舞う。また、透過反
射層８に反射膜の開口があるようなパターンでは、同開口を抜けた光はそのまま元の方向
を維持したまま素通りする。以上により、最終的に外部に射出される光は、透過反射層８
の透過反射率を適切に制御することで所望の配光分布が達成される。　
　第１の実施形態によれば、透過反射層８は、前面平坦部２ａの法線方向と対向する領域
、すなわち、光源６の前面に対向する前面領域、の透過率を最小とし、前面平坦部２ａに
近付くにつれて透過率を徐々に大きくなるように形成されている。上記構成の照明装置１
では、光源６から法線方向に出射される強い光のほとんどは、透過反射層８の透過率を最
小とした前面領域で反射し、高い透過率に調整された側面領域から外部に照射されること
になるため、照明装置１の配光分布を広げる事が可能となる。
【００１９】
　図２は、上記照明装置１の配光分布と、比較例に係る照明装置の配光分布とを比較して
示している。比較例に係る照明装置は、光学制御部材７が設置されていない一般的な照明
装置であり、その配光の半値角が１３０度となっている。これに対して、本実施形態に係
る照明装置１では、配光の半値角を１６５度にまで広げることができている。
【００２０】
　以上のことから、使用環境に応じた自由な配光調整を可能とし、所望の照度空間を提供
可能な電球型の照明装置が得られる。
【００２１】
　次に、他の実施形態に係る電球型の照明装置について説明する。なお、以下に説明する
種々の実施形態において、上述した第１の実施形態と同一構成部分は、同一の参照符号を
付してその詳細な説明を省略し、異なる部分を中心に説明する。
【００２２】
（第２の実施形態）　
　図３は、第２の実施形態に係る電球型の照明装置１およびその光学制御部材を示してい
る。　
　第２の実施形態によれば、光学制御部材７の透過反射層８は、基材２の前面平坦部２ａ
の法線方向と対向する領域の透過率を最大とし、前面平坦部２ａの水平方向に向かうに従
い透過率が徐々に小さくなるように形成されている。
【００２３】
　本構成では、光源６からの法線方向の強い光のほとんどは、そのまま光学制御部材７を
通過し、更に光源６から水平方向へ照射された光は透過反射層８の低透過率の領域により
相対的に多く反射されてわずかしか通過しないことになる。そのため、光学制御部材７の
設置されていない従来の照明装置よりも光源６の法線方向に光を集中させる事が可能とな
る。
【００２４】
　図４は、上記照明装置１の配光分布と、比較例に係る照明装置の配光分布とを比較して
示している。比較例に係る照明装置は、光学制御部材７が設置されていない一般的な照明
装置であり、その配光の半値角が１３０度となっている。これに対して、本実施形態に係
る照明装置１では、配光の半値角を９０度に制御することでピーク光度を１．３倍に高め
る事ができている。
【００２５】
　このように光学制御部材７の透過反射層８のパターンを変える事でこれまで困難であっ
た光源６からの配光調整が容易になり、照明装置を使用する環境に応じた配光制御が可能
にすることができる。
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【００２６】
（第３の実施形態）　
　図５は、第３の実施形態に係る電球型の照明装置１およびその光学制御部材を示してい
る。　
　第３の実施形態によれば、光学制御部材７の透過反射層８は、基材２の前面平坦部２ａ
の片方の側面方向に対向する領域の透過率を最大とし、もう一方の側面方向に対向する領
域の透過率が最小になるように形成されている。本実施形態では、前面平坦部２ａの法線
方向を中心軸とし、その回転方向においても、透過反射層８の領域ごとの反射透過特性を
変化させていることになる。
【００２７】
　図６は、上記照明装置１の配光分布と、比較例に係る照明装置の配光分布とを比較して
示している。比較例に係る照明装置は、光学制御部材７が設置されていない一般的な照明
装置であり、その配光は、光源の法線方向が最大光度となるが、本実施形態に係る照明装
置１では、最大光度になる角度を３０度傾斜させることができる。
【００２８】
　上記構成の照明装置１によれば、斜め設置や横向き設置といった特殊用途にも容易に対
応することができる。照明装置は、天井に埋め込まれた斜めに設置された電球ソケットを
そのまま使用するような場合に効果が見込まれる。光学制御部材７を設置しない従来の照
明装置では、側面方向からの弱い光を床面に照射させることになり、効率の悪い使用方法
となってしまうが、本実施形態に係る照明装置では、重要となる床面の照度が最大になる
ように照度を調整することができる。
【００２９】
　なお、電球を設置する際、口金３を電球ソケット内に挿入し、ねじ込むことで固定する
ため、電球側面のどの部分が床面側で固定されることになるかを、事前に確定させること
は難しいが、本実施形態のように、光学制御部材７の端部を基材２の側面側を覆うような
形状にして取り付ける事で、透光カバー４に対し、光源６の法線方向を中心軸として光学
制御部材７を自由に回転させることができる。これにより、照明装置１の設置後に最大照
射領域の向きを容易に調整する事ができる。　
　光学制御部材７をシート状の薄い樹脂材料で構成し、照明装置１との固定部位に弾力性
を持たせることで、光学制御部材７を透光カバー４に容易に着脱することができる。この
ような構成の照明装置１では、ユーザーが光学制御部材７を着脱、あるいは回転させるこ
とにより、使用される照明器具あるいは環境で最適となる状況を選択することができる。
【００３０】
　また、本実施形態では、ユーザーが着脱回転可能なシートとして光学制御部材７を形成
したが、着脱回転の不要な場合は、光学制御部材７を直接透光カバーの外表面に形成して
もよい。この場合、光学制御部材７の形成プロセスとしては、パッド印刷法、スプレー法
などを用いて形成することができる。　
　以上のことから、使用環境に応じた自由な配光調整を可能とし、所望の照度空間を提供
可能な電球型の照明装置が得られる。
【００３１】
（第４の実施形態）　
　図７は、第４の実施形態に係る電球型の照明装置１およびその光学制御部材を示してい
る。　
　第４の実施形態によれば、光学制御部材７は、光源６からの青色光を吸収し長波長の黄
色光に変換して放出する蛍光体９を含有した透明なカバーシート７ａにより構成されてい
る。カバーシート７ａは、透光カバー４の外側に着脱可能に取り付けられ、透光カバーの
外面および基材２の上部外周を覆っている。
【００３２】
　この光学制御部材７を装着することにより、装着しない状態で６０００Ｋの色温度の放
出光を３０００Ｋの暖色系の色温度に変化させている。これにより、特別な波長の光源を
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複数種類、設置することなく、ユーザー側で簡単に色温度を調整することができるように
なっている。従って、使用環境に応じた自由な配光調整を可能とし、所望の照度空間を提
供可能な電球型の照明装置が得られる。　
　なお、上述した第２ないし第４の実施形態において、照明装置１の他の構成は前述した
第１の実施形態と同一である。
【００３３】
　本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸
脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されている
複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形態
に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１…照明装置、２…基材、２ａ…前面平坦部、３…口金、４…透光カバー、
　５…実装基板、６…光源、７…光学制御部材、７ａ…カバーシート、
　８…透過反射層、１０…駆動回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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